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症化の防止、障害の予後判定、機能の補助・代替等に関する成果を得ることを目的とする。

ただし（旧）感覚器障害研究事業において現在実施中の課題と重複する課題は採択しない。 

 

   研究費の規模:１課題当たり 5,000千円 ～ 30,000千円程度（１年当たりの研究費） 

       ※各課題につき原則として１又は複数の研究を採択するが、応募状況等によっては採択

を行わないことがある。 

 

   研究期間：１～３年 

 

   新規採択予定課題数：５課題程度、うち「若手育成型」については１課題程度 

 

  若手育成型の応募対象： 

   平成22年４月１日現在で満39歳以下の者(昭和45年４月２日以降に生まれた者）    

    ※新規採択時にのみ本条件を適用する。 

    ※満年齢の算定は誕生日の前日に一歳加算する方法とする。 

        ※産前・産後休業及び育児休業を取った者は、その日数を応募資格の制限日に加算する

        ことができる。 

 

 ＜公募研究課題＞ 

 【一般公募型】 

① 感覚器障害を有する者の活動領域の拡張や就労・日常生活の自立支援に係る福祉機器の

開発研究                           （２２１７１００１） 

感覚器障害を有する障害者の就労・日常生活を支援する福祉機器の開発ないし有効性実

証の研究であること。課題の採択に際しては、達成目標と早期の実用化の可能性を評価す

る。 

  

② 感覚器障害の原因疾患に着目した発症予防・早期発見及び治療法に関する研究 

                                  （２２１７１１０１） 

感覚器障害を起こす頻度の高い眼疾患、先天性聴覚障害等に関する、予防・早期発見及

び治療法の開発等に資する臨床的研究であること。課題の採択に際しては、臨床応用の有

用性と、有用性を前提とした医療経済上の利点を考慮する。また、研究計画の具体性や実

施可能性を評価する。 

 

③ 感覚器障害を有する者のリハビリテーション及び自立支援に関する研究 

                                  （２２１７１２０１） 

感覚器障害を有する者の自立と社会参加を促進するための効果的なリハビリテーション

及び自立支援手法の開発を行い、その有効性について定量的な検証を行う研究であること。 

 

【若手育成型】 

感覚器障害分野に関する研究を推進するにあたっては、新たな若手研究者の参入による、

常に新しい技術を取りいれた研究体制が望まれる。 

 そこで、上記①～③の課題について、若手育成型の研究の公募により新たな若手研究者の

参入を促進し、新しい技術によって、より幅広い観点から研究が可能となる体制を整備する。

特に、臨床的な研究で感覚器障害研究分野への貢献が大きい研究を採択する。 

                                （２２１７１３０１） 

 ＜感覚器障害分野全体の留意点＞ 


